
- 5 -

学校教育目標

１．本校教育の全体構想図

教育目標 人にやさしく 自分につよく

指導の基調 自ら求め、主体的に 自らを律し、人を思 たくましく生きるた
判断しよりよく問題 いやる心、生命を尊 めの健康な心や体を
を解決する資質や能 重する心・感動する 育てる。
力を育てる。 心を育てる。

子ども像 自ら求める子 思いやる子 元気な子

教育の営み
富樫プラン(教育課程) 「自他の存在を大切にする子」をめざす

・子ども達一人一人が「自他の存在を大切にする」ように
全ての教師が学校生活全般で働きかける。
・生徒指導の３機能を活かした指導( )自己決定・存在感・共感的関係

教科 総合 道徳 特活 課外活動

＜組織＞

学 習 生徒指導 児童活動
委員会 委員会 委員会

学年会 低中高分科会

児童の実態 ・素直な子が多いが ・かかわりが未熟で ・元気な子が多い反面
主体性に欠ける 他を受け入れられない 公共心に欠ける

地域の実態 ・校区の東側には竹の子の産地である山があり、川も近くを流れており、自然
環境に恵まれている。また、南側は住宅や商店が建ち並ぶ。
・純農業地域が住宅地、商業地に変遷してきた地域であり、転勤で居住してい
る保護者も多い。
・県立ろう学校との交流を昭和５６年から２５年以上にわたり行っている。
・子供会(公民館)の中に 「富樫子ども大学(平成１２年９月設立)」がある。、
・朝や長休みの時間に、図書ボランティアを中心に読み聞かせを行っている。
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２．教育方針 「子どものためにみんなで力を合わせて」
教育目標の具現化を目指し、家庭や地域社会と連携しながら全教職員が協力・協働して

創意工夫のある教育活動を推進する。

３．目指す学校像 「保護者・地域に信頼される学校づくり」
われわれは、子どもたちが学校で生き生きと学び生活して欲しいと願っている。しかし、

今、子どもたちが抱えている様々な課題の解決を図っていくには、学校は保護者・地域の人

。 、々と連携・協力してそれぞれの教育機能を充分発揮していく必要があると言える そのため

開かれた学校づくり等を進め、学校教育の成果について説明責任を果たすことで、保護者・

地域に信頼される学校づくりを目指したい。

４．目指す教師像
・自ら指導力の向上を目指して絶えず研修に励み、専門的な知識・技術を高める。

・自ら組織の一員として、協力・協働的に自己の力を発揮する。

・自ら豊かな人間性を育み，教育に対する情熱、信念、使命感などを高める。

５．経営方針
（１）魅力ある学校づくりの推進

学力の向上や不登校などの課題に対応するため、教師個々の指導力や組織としての教

育力の向上に努め、授業の改善、生徒指導の充実を図る。

（２）開かれた学校づくりの推進

教育目標・方針等の情報提供や教育活動の公開に努める。また、地域の教育力の活用

や地域に学校施設を開放することを通して連携を深める。さらに、各種学校との交流や

一貫性を図る。

（３）安全で安心できる学校づくりの推進

安全点検、安全指導、避難訓練等を通して、事件、事故、災害等の未然防止に努める

とともに、早期発見・早期対応（マニュアルの作成）に努める。

６．本年度の努力事項
（１）基礎基本の確実な定着、確かな学力の向上を目指し、学習指導の充実改善に努める。

（２）意欲的で落ち着いた学校生活を送れるように、基本的な学習規律や生活習慣を定着させ

る。

（３）不登校やいじめなどのない魅力ある学級・学校づくりに努める。

（４）命を大切する、思いやる、助け合うなど豊かな心の育成に努める。

（５）元気にがんばる子をめざし、健康・安全の習慣形成や体力の増進に努める。

（６）組織の一員としての自覚を持ち、有機的に校務分掌が遂行されるように協力・協働的な

運営に努める。

（７）開かれた学校づくりを進め、家庭や地域の理解と協力が得られるように努める。

（８）子どもが安心して学校生活が送れるように学校安全対策の向上に努める。


